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Conditioned space temperature is affected by the neighboring unconditioned space, so it’s one of the important factors 

for thermal load simulation to predict unconditioned space temperature. This paper describes characteristics of 
unconditioned space temperature in the office, such as elevator hall, toilet, storage, and machine room. In addition, 
coefficient which estimates unconditioned space temperature by outdoor air temperature and conditioned space 
temperature is examined. 
                          
1. 序 

BESTでは、多数室の熱的影響についてゾーン間換気、

内壁の隣接ゾーン設定を利用して計算が可能であり、非

空調室を含む隣接空間の室内温湿度状態を計算し、その

熱的影響を考慮することができる。 
本報では、オフィス基準階を対象に年間熱負荷計算を

行い、空調室の温度や外気温度が非空調空間の温度にど

のように影響するかを解析する。また、空調室の熱負荷

計算で、隣接する非空調室の室温の影響を考慮する際に

用いられている隣室温度差係数について、時々刻々のシ

ミュレーションから推定される値の検討を行う。 
 

2. 計算対象オフィスと計算条件 

計算対象オフィス（A ビル）の基準階平面図を図 1、
計算条件を表1 に示す。計算ケースを表2 に示す。各計

算ケースは、EL ホールを事務室と同条件で空調する場

合としない場合を計算している。隣室温度差係数の解析

対象は、空調室に隣接する非空調室とし、EL ホールを

空調する場合は倉庫、空調機械室（以下、MR とする）、

WC、空調しない場合は執務室空間の隣室である非空調

室を EL ホールとした。標準ケースに対して、方位を変

えたケース（CASE②～④）、都市を旭川、札幌、新潟、

福岡の 4 都市に変更したケース（CASE⑤～⑧）、外壁、

窓を高断熱（寒冷地仕様）、低断熱としたケース（CASE
⑨、⑩）、空調換気時間を 18 時までとしたケース（CASE
⑪）を計算した。旭川、札幌の 2都市では、建物の断熱

性を寒冷地仕様とし、高断熱とした。各都市の月平均外

気温を図 2に示す。気象データは、拡張アメダス標準年

気象データを用いて、年間熱負荷計算を行った。 

  
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

表1 基準計算条件 

西ペリメータ 東ペリメータインテリア 

事
務
室 

コ
ア

図1 オフィス基準階平面図 

 外壁
 タイル10mm+PCコンクリート150mm+吹付硬質ウレタン
20mm+非密閉中空層+石こうボード22mm

 内壁 石こうボード22mm+非密閉中空層+石こうボード22mm

 エアフローウィンドウ

 熱吸ブロンズ（淡色）+透明、ガラス厚6mm

 内部発熱  照明20W/m2、在室者0.15人/m2、機器10W/ｍ2

 隙間風  0.2回/h

 空調時間  9：00～22：00

 設計温湿度  夏期:26℃、60％ 中間期:24℃、50％　冬期:22℃、50％

 季節  夏期:6～9月、中間期:4、5、10、11月、冬期:1～3、12月

 外気導入量  4CMH/m2

 外壁
 タイル10mm+PCコンクリート150mm+吹付硬質ウレタン
20mm+非密閉中空層+石こうボード22mm

 窓 透明フロートガラス、ガラス厚6mm

 隙間風  0.2回/h

 窓面積率  50%

 内部発熱  照明8W/m2

 換気(9-22時)  事務室インテリア→ELホール　20CMH/ｍ2　

MR  内部発熱  機器10W/ｍ2
(空調機室を 想定)  換気（外気）  15CMH/m2　(9:00～18：00)

 内部発熱  なし

 換気（外気）  15CMH/m2　(9:00～18：00)

 窓面積率  30%

 内部発熱  照明8W/m2　(8:00～22：00)

 換気(9-22時)  事務室インテリア→WC　20CMH/ｍ2

 窓

倉庫

WC

事務室

コア共通

ELホール
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3. 計算結果 

夏期、冬期代表週の室温変動を図3に示す。図3では、

CASE①の条件で、EL ホールを事務室と同条件で空調

しない場合（パス換気とする場合）の各室の室温変動を

示している。内部発熱や窓面など各室の条件の違いによ

り、非空調室の室温変動は、各室、また空調時間帯、非

空調時間帯でそれぞれ異なる傾向となっている。 
空調時間帯、非空調時間帯の日平均外気温と非空調室

の室温の相関を図 4、図 5 に示す。空調時間帯では、倉

庫、MR は外気温との傾きが 1 に近く、窓面はあるもの

の外壁面の割合が少ない EL ホールでは、空調時間帯、

非空調時間帯ともに傾きが小さかった。 
 

4. 隣室温度差係数の検討 

隣室温度差係数は、隣室温度差係数＝（空調室温－空

調室に接する非空調室の室温）/（空調室温－外気温）の

式により算出した。空調室温が同じ場合、非空調室の室

温が小さくなるとき、または外気温が大きくなるときに

隣室温度差係数は大きくなる。 
空調時間帯、非空調時間帯の年間日別隣室温度差係数

を図 6 に示す。CASE①について、夏期は、冬期や中間

期と比較してばらつきが大きいが、室温と外気温度の差

が小さいためと考えられる。CASE⑤の夏期の外気温が

東京より低い旭川においては、隣室温度差係数のばらつ

きは東京より小さく、非空調時間帯には、年間を通して

比較的安定した値となった。 
図 7 に、各計算ケースについて、隣室温度差係数の差

が小さい冬期の隣室温度差係数より求めた中央値を示す。

CASE①～④のコアの方位による比較では、今回のモデ

ルでは、WC 以外の部屋の差は小さかった。WC では、

方位を北とした場合の隣室温度差係数が最も大きく、空

調時間帯では、北＞南＞西＞東の順に 0.02 ずつ小さくな

った。これは、東、西では、外壁面、窓面への日射の影

響が大きく、WC の室温が上昇するためだと考えられる。 
CASE①、⑤～⑧の都市による比較では、外気温の低

い旭川、札幌で隣室温度差係数が小さくなる傾向が見ら

れた。内部発熱のあるMR の隣室温度差係数は、寒冷地

で傾向が異なった。 
CASE①、CASE⑨、⑩の断熱性の違いによる比較では、

どの室においても、断熱性が高いほど隣室温度差係数が

小さくなり、標準条件のCASE①に比べて高断熱のCASE
⑨、低断熱の CASE⑩に比べて CASE①では、それぞれ

各非空調室において 0.03～0.08 程度隣室温度差係数が小

さかった。 
CASE①、CASE⑪の空調・換気時間の違いでは、空調

換気時間を短縮した場合に、隣室温度差係数が大きくな

る場合と小さくなる場合があり、それぞれ事務室室温の

低下と非空調室の室温の低下の影響が異なるためだと考 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

えられる。 

図 8 に非空調室温計算値と推定値の相関を示す。推定

値は、空調時間帯、非空調時間帯別に、冬期の中央値を 
用いて年間の各時刻の外気温と隣接する空調室の室温か

ら算出した値としている。空調時間帯において、CASE
①、CASE⑤、CASE⑩で、傾向に大きな違いは見られず、 
EL ホールでは、誤差が小さく、倉庫や MR で誤差が大

きかった。非空調時間帯では、空調時間帯よりも誤差が

小さくなる傾向が見られたが、CASE⑩において、EL ホー

ルで誤差がやや大きくなった。 
 

5. 結 

オフィスの非空調空間を対象として年間熱負荷計算を

行い、温度特性を示した。計算結果より、隣室温度差係

数を算出し、年間の日別隣室温度差係数値を示した。値

のばらつきが小さい冬期の隣室温度差係数の中央値によ

り、方位、都市、断熱性、空調換気時間を変更した場合

の隣室温度差係数の感度解析を行った。方位による隣室

温度差係数の差は、窓面等への日射の影響が大きい室で

見られ、断熱性による相違では、断熱性が高いほど、空

調時間帯、非空調時間帯ともに隣室温度差係数は小さく

なった。また、冬期の中央値を用いた場合について、年

間の各時刻計算に適用して推定した非空調室室温に対し

て、BESTで計算した室温との相関を示した。 
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表2 計算ケース 

＊CASE①（標準）と同条件の項目は - とした。 

＊高断熱 → 外壁 断熱材なし、窓 シングルガラスに変更 

＊低断熱 → 外壁 断熱厚 100ｍｍ、 窓 Low-e ペアガラスに変更 

都市 方位 断熱性
空調・換気

時間

CASE①（標準） 東京 南 普通 9-22時

CASE② - 北 - -

CASE③ - 東 - -

CASE④ - 西 - -

CASE⑤ 旭川 - 高断熱 -

CASE⑥ 札幌 - 高断熱 -

CASE⑦ 新潟 - - -

CASE⑧ 福岡 - - -

CASE⑨ - - 高断熱 -

CASE⑩ - - 低断熱 -

CASE⑪ - - - 9-18時
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空調室室温の相関図6 年間日別隣室温度差係数（各日該当時間帯平均値） 

図 4 空調時間帯の外気温と非

空調室室温の相関
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図3 夏期、冬期代表週の室温変動 
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図7 冬期の隣室温度差係数の中央値 
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図8 非空調室温計算値と推定値の相関 
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